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氏 名   澤野 将太  
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は、四員環炭素骨格の開環に基づく分子変換の研究結果についてまとめたも
のであり、得られた主な成果は次のとおりである。 
 
第１章 １−（２−ブロモアリール）シクロブタノールにロジウム触媒を作用させると、
シクロブタン環の炭素－炭素結合切断を経て、α－テトラロンが得られることを見出
した。光学活性な触媒を用いると、炭素－炭素結合切断がエナンチオ選択的に起こり、
キラルな置換テトラロンを不斉合成できる。 
第２章 ロジウム触媒を用いたベンゾシクロブテノールの位置選択的な開環反応を開
発した。ベンゾシクロブテンは、熱を加えると sp3炭素－sp3炭素間の結合切断を経て
開環するが、ロジウム触媒を作用させると sp2炭素－sp3炭素結合が選択的に切断され
て開環する。さらに、アルキンの共存下では sp2炭素－sp3炭素結合へのアルキン挿入
が進行することも見出している。 
第３章 ロジウム触媒を用いたベンゾシクロブテノールと電子不足アルケンの反応に
よるテトラリン骨格のジアステレオ選択的な構築法を開発した。熱反応では sp3炭素－
sp3炭素間にアルケンが挿入するが、ロジウム触媒の存在下では sp2炭素－sp3炭素結合
間に位置選択的に挿入する。 
第４章 オルトシクロファンに光とロジウム触媒を連続的に作用させることで、炭素
－水素結合と炭素－炭素結合を切断して、メタシクロファンを得る手法を開発した。
炭素－炭素結合切断段階では中心性不斉から面性不斉への転写が起こることを見出
し、面性不斉を持つメタシクロファンの立体選択的な合成に展開した。 
第５章  パラジウム炭素触媒によるアルコキシベンゾシクロブテンの位置選択的開
環・水素化反応を見出した。熱的に切断される sp3炭素－sp3炭素や、容易に水素化さ
れるベンジルエーテル部位に優先して、sp2 炭素－sp3 炭素結合が切断されている点が
興味深い。 
 
以上、本論文は、入手容易な四員環化合物の開環を利用した有機分子の合成に関す
る研究結果について述べたものである。原子効率に優れた合成経路を提供するもので
あり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）
の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２７年６月２３日、論文内容と
それに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
